
老いる団塊の世代
戦後のベビーブーム生まれの「団塊の世代」が、今年から 歳以上の「後期高齢

者 になり始めた 医療などの社会保障給付費が今後増加し 現役世代の負担が増え

ることから 年危機 とも言われる 社会保障制度を持続させるにはどうすれば

いいのか。老いる団塊世代について２回にわたって考える。 【聞き手・中西拓司】
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ご意見、ご感想をお寄せください。 〒100－8051毎日新聞「オピニオン」係 ＠

いしばし みく
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2022年危機
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～ 年生まれの約650万人は「団

塊の世代」と言われ、今年から 歳以上

の後期高齢者になり始める。医療や年金、

介護などの負担が増すため、健康保険組

合連合会は 年危機 として警鐘を鳴

らす。 年度の社会保障給付費は約130

兆円。 年度は約190兆円に膨らむ。高

齢者が増える一方、現役世代は減り、

年には１人の高齢者を1.3人の現役世代

で支える「肩車型」の人口構成になる。

団
塊
の
世
代
が
「
後
期
高
齢
者
」
に

な
り
始
め
、
医
療
、
年
金
、
介
護
な
ど

の
社
会
保
障
給
付
費
の
一
層
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
そ
れ
を
支
え
る
現
役

世
代
の
負
担
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く

な
る
。
特
に
影
響
を
受
け
る
の
は
、
大

企
業
な
ど
の
会
社
員
が
加
入
す
る
健
康

保
険
組
合
（
健
保
組
合
）
だ
。
高
齢
者

医
療
費
の
負
担
が
さ
ら
に
増
え
、
健
保

組
合
の
財
政
逼
迫
が
懸
念
さ
れ
る
。

健
保
組
合
に
は
２
０
２
０
年
度
時
点

で
、
被
扶
養
者
を
含
め
て
約
２
９
０
０

万
人
が
加
入
し
て
お
り
、
企
業
と
社
員

が
負
担
す
る
保
険
料
で
運
営
さ
れ
て
い

る
。
本
人
や
家
族
が
病
気
や
け
が
を
し

た
際
の
医
療
費
（
窓
口
負
担
分
を
除
く
）

を
負
担
す
る
「
保
険
給
付
事
業
」
や
、

社
員
ら
の
健
康
づ
く
り
に
関
与
す
る

「
保
健
事
業
」
を
担
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
、
健
保
組
合
は
高
齢
者
の

医
療
費
も
負
担
し
て
い
る
。
日
本
の
公

的
医
療
保
険
で
は
、

歳
に
な
る
と
全

員
が
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
加

入
す
る
。
こ
の
医
療
給
付
費
の
５
割
は

税
金
で
、
１
割
は
高
齢
者
の
保
険
料
で

賄
わ
れ
て
い
る
が
、
残
り
４
割
は
健
保

組
合
や
、
中
小
企
業
の
社
員
が
加
入
す

る
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
の
拠
出
金
に
依
存

す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
た
め
だ
。

こ
の
拠
出
金
に
つ
い
て
、

年
度
か

ら
給
与
に
応
じ
て
負
担
を
重
く
す
る

「
総
報
酬
割
り
」
が
全
面
的
に
実
施
さ

れ
た
た
め
、
加
入
者
の
平
均
給
与
が
高

い
健
保
組
合
の
負
担
は
さ
ら
に
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
健
康
保
険
組
合
連
合
会

に
よ
る
と
、
健
保
組
合
の

年
度
の
保

険
料
収
入
８
兆
１
８
４
１
億
円
に
対
し

て
、
前
期
高
齢
者
（

〜

歳
）
の
医

療
費
の
負
担
分
も
含
め
る
と
拠
出
金
が

３
兆
５
４
５
７
億
円
と
、
保
険
料
の
４

割
超
が
高
齢
者
医
療
の
下
支
え
に
使
わ

れ
て
い
る
。

高
齢
者
医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
っ

て
、
健
保
組
合
の
保
険
料
率
は
上
昇
を

続
け
て
い
る
。

年
度
の
平
均
保
険
料

率
は
９
・

％
。
協
会
け
ん
ぽ
の
平
均

保
険
料
率
（

％
）
を
超
え
る
健
保
組

合
の
中
に
は
、
解
散
に
踏
み
切
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
昨
年
度
末
時
点
の
健
保
組

合
は
１
３
８
８
組
合
で
、
ピ
ー
ク
だ
っ

た
１
９
９
２
年
か
ら
約
４
分
の
３
ま
で

減
少
し
た
。

加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
も
深
刻
だ
。
業
績
の

改
善
が
遅
れ
る
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
を
母
体
と
す
る
健
保
組
合
の

収
支
は
赤
字
が
多
い
。
平
均
保
険
料
率

は

％
前
後
に
達
し
て
お
り
、
保
険
料

の
引
き
上
げ
が
限
界
に
近
づ
い
て
い

る
。
健
保
組
合
が
解
散
す
れ
ば
加
入
者

は
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
や
医

療
費
の
自
己
負
担
額
を
軽
減
す
る
助
成

な
ど
の
恩
恵
が
小
さ
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
国
は
「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
を

目
指
し
て
い
る
が
、
会
社
員
の
健
康
づ

く
り
を
担
う
健
保
組
合
が
減
れ
ば
取
り

組
み
が
後
退
す
る
懸
念
も
あ
る
。

健
保
組
合
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す

る
に
は
、
国
民
医
療
費
全
体
を
効
率
化

す
る
た
め
の
医
療
提
供
体
制
の
改
革
に

加
え
、
負
担
能
力
の
あ
る
高
齢
者
に
も

費
用
負
担
を
求
め
る
「
応
能
負
担
」
を

着
実
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
今
年

月
か
ら
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
高
齢
者

（

歳
以
上
）
の
医
療
機
関
で
の
窓
口

負
担
割
合
が
１
割
か
ら
２
割
へ
引
き
上

げ
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
見
直
し
を
さ

ら
に
進
め
て
い
く
べ
き
だ
。

年
度
は
健
保
組
合
全
体
で
は
黒
字

決
算
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
受
診
控
え
が
広
が
っ

た
た
め
に
す
ぎ
ず
、
高
齢
化
に
よ
る
健

保
財
政
の
悪
化
傾
向
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
医
療
を
含
む
社
会
保
険
料
の
負
担

の
増
加
は
、
賃
上
げ
が
行
わ
れ
て
も
可

処
分
所
得
が
増
え
に
く
い
状
況
を
も
た

ら
し
て
お
り
、
若
い
世
代
の
将
来
不
安

を
招
く
と
と
も
に
経
済
全
体
の
活
力
を

奪
う
恐
れ
が
あ
る
。
若
い
世
代
が
安
心

で
き
る
社
会
保
障
制
度
に
す
る
た
め
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
不
可
欠
だ
。

健
保
組
合
の
取
り
組
み
も
鍵
を
握

る
。
近
年
、
健
診
結
果
な
ど
に
基
づ
い

て
、
健
康
増
進
や
病
気
の
予
防
に
役
立

て
る
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
」
を
導
入
し
、

加
入
者
の
健
康
状
態
に
対
応
し
た
保
健

事
業
を
効
果
的
・
効
率
的
に
進
め
る
健

保
組
合
が
増
え
て
い
る
。
少
子
化
の
中

で
、
従
業
員
を
重
要
な
「
人
的
資
本
」

と
捉
え
、
戦
略
的
に
健
康
増
進
・
予
防

に
取
り
組
む
「
健
康
経
営
」
の
考
え
が

広
が
っ
て
い
る
た
め
だ
。
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
保
健
事
業
の
強
化
が
今
後
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

従
業
員
の
健
康
度
が
増
せ
ば
、
職
場

の
活
力
や
労
働
生
産
性
の
向
上
を
通
じ

て
、
企
業
業
績
を
伸
ば
す
効
果
が
期
待

で
き
る
。
健
保
組
合
に
は
、
働
く
人
の

健
康
を
守
る
役
割
が
一
層
求
め
ら
れ
て

い
る
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
経
済
が
停
滞

す
る
中
で
、
家
族
や
地
域
社
会
の
機
能

低
下
や
、
格
差
・
貧
困
の
拡
大
で
社
会

の
分
断
が
進
ん
で
い
る
。
国
家
財
政
は

毎
年
度
、
歳
入
の
４
割
を
赤
字
国
債
に

依
存
す
る
借
金
体
質
で
、
積
み
上
が
っ

た
財
政
赤
字
は
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
２
倍
に
当
た
る
約
１
２
０
０
兆
円
に

達
す
る
。
財
源
の
４
割
を
公
費
負
担
に

頼
る
社
会
保
障
も
赤
字
公
債
、
つ
ま
り

子
ど
も
世
代
へ
の
先
送
り
で
財
源
を
賄

っ
て
い
る
状
態
だ
。

巨
額
な
財
政
赤
字
は
国
の
政
策
遂
行

能
力
を
低
下
さ
せ
、
社
会
の
不
安
定
化

と
国
力
低
下
を
招
く
。
国
家
財
政
の
持

続
可
能
性
が
維
持
で
き
な
け
れ
ば
、
社

会
保
障
の
持
続
性
を
確
保
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
社
会
保
障
は
経
済
成
長
の

「
果
実
」
の
分
配
だ
か
ら
、
経
済
成
長

が
な
け
れ
ば
社
会
保
障
の
財
源
も
確
保

で
き
な
い
。
財
政
と
社
会
保
障
、
経
済

と
社
会
保
障
は
一
体
的
に
改
革
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。

経
済
成
長
の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る

大
き
な
要
因
の
一
つ
が
、
分
配
の
ゆ
が

み
だ
。
財
務
省
の
法
人
企
業
統
計
に
よ

る
と
、
企
業
の
内
部
留
保
は
約
４
８
４

兆
円
（
２
０
２
０
年
度
末
）
で
、
９
年

連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
一
方
、

家
計
部
門
で
も
、
貯
蓄
が
多
い
の
は
特

定
の
高
齢
富
裕
層
に
限
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
政
府
が
巨
額
の
借
金
を
抱
え
る
一

方
、
企
業
と
家
計
の
一
部
に
は
膨
大
な

貯
蓄
が
あ
る
の
に
賃
金
ア
ッ
プ
や
投
資

に
回
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
い
び
つ

な
構
造
が
浮
か
び
上
が
る
。

分
配
の
ゆ
が
み
は
所
得
格
差
を
生

み
、
そ
の
累
積
が
資
産
格
差
と
な
る
。

格
差
は
世
代
を
超
え
て
引
き
継
が
れ
、

さ
ら
な
る
格
差
を
生
み
、
社
会
の
不
安

定
化
・
経
済
の
停
滞
を
招
く
。

格
差
是
正
の
た
め
に
は
社
会
保
障
の

機
能
強
化
が
必
要
だ
が
、
資
産
格
差
は

社
会
保
障
だ
け
で
は
調
整
で
き
な
い
。

税
制
や
経
済
政
策
で
市
場
の
ゆ
が
み
を

正
し
、
ス
ト
ッ
ク
を
成
長
に
つ
な
げ
る

改
革
が
必
要
だ
。「
新
し
い
資
本
主
義
」

や
「
分
配
と
成
長
の
好
循
環
」
を
掲
げ

る
岸
田
政
権
は
、
分
配
の
ゆ
が
み
の
解

消
に
乗
り
出
し
て
ほ
し
い
。

社
会
保
障
の
支
え
手
と
な
る
労
働
力

人
口
を
増
や
す
必
要
も
あ
る
。
労
働
者

の
「
働
き
方
改
革
」
と
同
時
に
、
企
業

の
雇
用
管
理
の
あ
り
方
を
見
直
す
「
働

か
せ
方
改
革
」
を
さ
ら
に
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
（
仕
事
と
家
庭
の
両
立
）
を
支

援
し
、
長
時
間
労
働
を
是
正
し
て
い
か

な
い
と
、支
え
手
も
確
保
で
き
な
い
し
、

少
子
化
の
進
行
も
止
ま
ら
な
い
。

社
会
の
活
力
の
源
は
、
個
人
の
活
力

に
あ
る
。
個
人
の
自
立
と
、
自
由
な
選

択
に
基
づ
く
自
己
実
現
が
で
き
る
環
境

が
整
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
男
性
は
結
婚

や
配
偶
者
の
出
産
で
働
き
方
は
大
き
く

変
わ
ら
な
い
が
、
女
性
に
は
制
約
が
あ

る
。
社
会
の
半
分
を
占
め
る
女
性
に
こ

う
し
た
制
約
が
あ
る
よ
う
で
は
、
活
力

あ
る
社
会
の
実
現
は
期
待
で
き
な
い
。

同
時
に
、企
業
の
内
部
留
保
を
見
直
し
、

非
正
規
社
員
の
正
社
員
化
や
社
会
保
険

の
適
用
拡
大
、
賃
金
ア
ッ
プ
を
進
め
、

社
会
の
活
力
を
高
め
る
べ
き
だ
。

社
会
保
障
の
役
割
は
「
社
会
的
弱
者

の
救
済
」
だ
け
で
は
な
い
。
社
会
の
中

核
を
な
す
「
中
間
層
」
の
貧
困
化
を
防

ぎ
、
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
支
え
、
社

会
の
発
展
や
成
長
の
基
盤
に
な
る
よ
う

支
え
る
役
割
が
あ
る
。
こ
の
中
間
層
こ

そ
、
安
定
的
な
消
費
を
促
す
中
心
で
あ

り
、
経
済
成
長
の
源
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
政
治
の
安
定
を
支
え
る
民
主
主
義
の

担
い
手
に
な
る
。
民
主
主
義
と
社
会
保

障
は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

は

年
の
報
告
書
で
、
格
差
の
拡
大
は

社
会
を
分
裂
さ
せ
、
民
主
社
会
の
基
盤

を
崩
し
、
投
資
の
縮
小
を
招
き
、
成
長

の
足
か
せ
に
な
る
と
指
摘
し
た
。
格
差

が
拡
大
し
、
中
間
層
が
崩
れ
れ
ば
民
主

主
義
が
機
能
せ
ず
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が

力
を
得
て
最
終
的
に
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
に

流
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
安

全
保
障
会
議
の

年
の
調
査
に
よ
る

と
、
「
議
会
や
選
挙
に
煩
わ
さ
れ
る
必

要
の
な
い
強
い
指
導
者
に
よ
る
統
治
が

望
ま
し
い
」
と
考
え
る
人
が
世
界
で
増

え
て
い
る
。
持
続
可
能
な
社
会
保
障
の

仕
組
み
を
作
る
こ
と
は
格
差
の
解
消
に

も
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
健
全
な
民
主
主

義
の
構
築
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
。

社
会
保
障
を
「
負
担
」
だ
け
で
考
え

る
の
で
は
な
く
、
機
能
や
役
割
に
も
っ

と
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
さ
ら
に
言
え

ば
、
医
療
や
介
護
、
保
育
は
そ
れ
自
体

が
「
成
長
産
業
」
で
も
あ
る
。
経
済
成

長
の
け
ん
引
役
と
し
て
も
捉
え
て
ほ
し

い
。
人
口
減
少
を
前
提
と
し
た
社
会
経

済
シ
ス
テ
ム
は
お
そ
ら
く
歴
史
上
存
在

し
な
い
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
先
例
の
な

い
シ
ス
テ
ム
作
り
に
挑
戦
し
て
い
る
。
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